
○温室効果ガス排出削減報告書一覧　（静岡県地球温暖化防止条例施行規則第3条第1号に該当する事業者）
温室効果ガス排出量 原単位排出量 基本対策 特色取組 県事業参画 その他の温暖化対策

事業所名 実施年度 目標設定 基準年度
基準値
(t-CO2)

目標年度
目標値
(t-CO2)

基準年度比
（目標）

実績
(t-CO2)

基準年度比
（実績） 目標設定

基準年度比
（目標）

基準年度比
（実績） 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 区分 メニュー 温室効果ガスの排出の抑制を図るために実施した措置 年度 事業 参画した内容 削減合計

調整後の
温室効果
ガス排出量

基準年度
比

株式会社長倉製作所　本社・原工場 30 28 8,848 31 8,405 95.0% 10,068 113.8% ★ 95.7% 98.3% 29-31 設備導入 電気使用設備 設備ごとに、どのようなデータが計測・収集可能か検証する。 29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術の開発や
その製品化を行うこと。

金型の形状改善などにより、プレス工程の短縮化と金型の寿命の改善
を図る。

31～60

29-31 設備導入 電気使用設備
工場内の変電所で変圧器を低損失型に順次交換する。特に25年以上
の設備を更新する。
総台数25基中の6基を対象とする。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
毎年夏に開催している社内の夏祭りの際に、会社の近隣の美化活動を
実施する。

29-31 設備導入 照明設備
工場建屋の水銀灯照明および事務所内の蛍光灯照明器具のLED照明
化を順次進める。

29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

多段化ATに搭載される部品の開発を進める。

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
熱利用設備の保温効果(ジャケット等)を高め
放熱によるエネルギーロスを削減する。

29-31 運用対策 燃焼合理化
連続焼鈍炉の条件変更(サイクルタイム改善によりLNG使用量の削減を
図る)

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
照明器具のLEDへの切り替えの際に、照度の適正化を考慮した照明の
配置を検討する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 パソコンの省電力設定を活用する。

29-31 設備導入 電気使用設備
自動販売機を、夜間のみに冷却を行うタイプのものに順次切り替えを行
う。

ナカジマ鋼管株式会社　天龍川製造所 30 28 3,015 31 2,864 95.0% 2,624 87.0% ★ 95.0% 85.8% 30 運用対策 燃焼合理化 空気比を 適に設定した 31～60

31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 -

静岡市中島浄化センター 30 ★ 28 9,434 31 9,340 99.0% 10,359 109.8% 29-31 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを活用し、市職員及び委託職員に対して地球
温暖化防止に関する研修を行い、意識レベルの向上を図った。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 下水道施設課として、地区の河川・海岸美化運動へ参加した。 31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
日報、月報、年報等にてエネルギー管理を行った。また、月報や年報で
は前月比や昨年同月比を記載し、エネルギーの消費動向等が把握でき
るようにしている。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

小学生や一般の方の見学を受付け、浄化センター及び環境について説
明し、環境意識の向上を図った。

29-31 運用対策 運転管理
稼働台数の調整、稼働機器の選択等を行い、負荷の状況に応じた運転
管理を行った。

29-31 運用対策 保守及び点検 日常点検、日常作業にて設備の保守及び点検を実施した。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
流体の状況に合わせた流体機械の運転（台数制御、回転数制御など）
を行った。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 政府が推奨する設定温度を勘案し、作業環境に適した温度設定とした。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
主ポンプ等の場内設備に関して稼働台数を調整し、無駄な電力を抑え
るようにした。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 プリンタを省エネモードに設定し使用した。

南部化成株式会社　大井川事業所 30 28 4,281 31 4,246 99.2% 3,859 90.1% ★ 97.0% 98.9% 29 運用対策 運転管理 生産管理による立上時のヒートアップ時間の短縮 0～30

29-31 運用対策 運転管理 管理標準作成による空運転の防止

29-31 設備導入 電気使用設備 モーター交換時高効率モーターを使用した

南部化成株式会社  裾野事業所 30 28 4,525 31 4,480 99.0% 4,817 106.5% ★ 97.1% 91.9% 29-31 運用対策 運転管理 旧式設備の稼動停止（スタンピングモールド） 31～60

29-31 運用対策 運転管理 蒸着工程の生産性改善

30-31 設備導入 電気使用設備 老朽設備（蒸着・塗装）の計画更新

南部化成株式会社　吉田事業所 30 28 3,065 31 3,069 100.1% 3,014 98.3% ★ 97.0% 96.7% 29 運用対策 運転管理 工場内のエアコン温度管理 0～30

29-31 運用対策 運転管理 工場内のエアコン温度管理

西日本電信電話株式会社　電電ビル 30 28 5,049 31 4,892 96.9% 4,558 90.3% ★ 96.9% 90.3% 29-31 運用対策 保守及び点検
空調装置において、シーズン前の室外機洗浄および室内機フィルタ交
換による夏季の使用電力の抑制を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

CD－ROMの使用により、ペーパーレス化を図る。 61～80

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 給湯設備の供給箇所の限定を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 駿府城公園での清掃活動の実施。

29-31 設備導入 空気調和設備
通信設備の減少に伴う空調の停止（2件）、撤去（5件）、高効率空調への
更改（5件）を行った。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 安倍川流木クリーンまつりに参加し、清掃活動を実施。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

環境省「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」への参加（夏至・七夕の
日）、及び独自施策として既設の節目を感じさせる行事日にイベントライ
トダウンを実施。

西日本電信電話株式会社　向宿ビル 30 28 3,055 31 2,954 96.7% 2,668 87.3% ★ 96.7% 87.3% 29-31 運用対策 保守及び点検
空調装置において、シーズン前の室外機洗浄および室内機フィルタ交
換による夏季の使用電力の抑制を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

CD－ROMの使用により、ペーパーレス化を図る。 31～60

29-31 設備導入 空気調和設備 通信設備の減少に伴う空調の停止（5件）、撤去（3件）を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 浜名湖の清掃活動の実施。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

環境省「CO2削減／ライトダウンキャンペーン」への参加（夏至・七夕の
日）、及び独自施策として既設の節目を感じさせる行事日にイベントライ
トダウンを実施。

日清紡メカトロニクス株式会社　浜北精機事業所 30 28 11,300 31 14,100 124.8% 11,090 98.1% ★ 97.0% 99.8% 29-31 設備導入 照明設備 構内の蛍光灯・水銀灯照明を徐々にLED照明に更新している。 0～30

29-31 設備導入 電気使用設備 電動機の更新ができなかった。

29-31 設備導入 電気使用設備 新規設備導入により、自動化、省力化を図った。

29-31 設備導入 電気使用設備 空気圧縮機の負荷に応じた運転管理が不十分だった。

29-30 運用対策 推進体制の整備 環境委員会にて毎月の省エネ・廃棄物削減の結果を報告する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 不要時にパソコンのモニター電源を切る、ノートパソコンを閉じる。

ニチアス株式会社　袋井工場 30 28 32,910 31 31,923 97.0% 33,319 101.2% ★ 97.0% 94.1% 29-31 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の除
去、フィルターの目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールの除去、蒸気その
他の熱媒体の漏えい部分の補修等、設備の保守及び点検を行い、良好な状態を維持
した。照明器具はＬＥＤ化を実施した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

使用済封筒・裏紙を積極的に活用した。 61～80

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 ・冷暖房の設定温度は、政府の推奨する室温になるように設定した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

継続して廃棄物の分類ごとに箱を設置している。また説明写真も付けて
いる。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・照明設備は、照度の適正化を図るとともに、適宜調光による減光又は
消灯を行うことにより、過剰又は不要な照明をなくした。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・事務用機器は、不要時において適宜電源を切るとともに、低電力モー
ドの設定を行った。

29 設備導入 空気調和設備 ・効率の高い空調設備等を採用した。

29-31 設備導入 照明設備 ・水銀灯や蛍光灯のＬＥＤ化を実施していった。

ニチハ富士テック株式会社　本社富士工場 30 ★ 28 4,607 31 4,395 95.4% 4,917 106.7% 29-31 運用対策 燃焼合理化 乾燥炉の排気ファンのインバータ化による破棄熱削減。 0～30

29-31 運用対策 運転管理 電力ピークカットシフトによる電力負荷平準化。

自己評価
点数分布
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株式会社ニチビ　静岡工場 30 28 4,708 31 4,689 99.6% 4,255 90.4% ★ 99.0% 102.5% 29 運用対策 推進体制の整備
省エネ推進の為、委員会を設置、年4回開催し、毎月の報告、改善策
等、実施している。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

藤枝市が主催する、環境関連事業のライトダウンキャンペーン、ノー
カーデーへの参加した。

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

関連企業に取得を促すことができなかった。 31～60

29 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等 熱媒体の温度、圧力及び量を 適に設定する事ができなかった。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
6月に河川愛護、美化運動として、大井川土手及び河川敷の清掃活動
の実施、工場敷地内を流れる窪川の清掃活動の実施。月1回工場周辺
のパトロールと清掃を実施。

29 設備導入 熱利用設備 炉壁の断熱性向上の為、断熱材を設置した。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

コピー用紙及び配布資料の削減と両面使用実施。

29 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 ブロワをインバータ化し、負荷を低減させた。

29-30 運用対策 エネルギーデータ管理 年・月で実施、数値、グラフ化等で把握。

29-31 設備導入 電気使用設備 電動機更新時に高効率のものを採用した。

29-31 設備導入 電気使用設備 蛍光灯を一部、LED蛍光灯に更新した。

日機装株式会社　技術開発研究所 30 28 3,126 31 2,970 95.0% 3,003 96.1% ★ 95.0% 98.4% 29-31 設備導入 照明設備 40w蛍光灯10本を60wLED2台に変更 29-30 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

研究所内緑地面積25%の維持
0～30

29-31 設備導入 空気調和設備
ビル用マルチ空調のインバータ化5.66kw

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
2018.5.15深田川清掃
2018.6.21かりんぽの里清掃

29 運用対策 運転管理
温湿度管理の範囲内で季節により運転方法を恒温恒湿運転から暖房
運転または冷房運転に切り替える

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

3か月ごとのフロン簡易点検実施
年に1度の定期点検の実施

29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる新たな環境マネジメント
システム等を構築すること。

2019年2月ISO14001環境マネジメントシステム（2015年度版）更新

日清食品株式会社　静岡工場 30 ★ 28 35,754 31 38,689 108.2% 37,670 105.4% 101.4% 29-31 運用対策 排熱の回収利用
コージェネシステムの効率的運用を確立し、排ガスボイラーを使用した
熱回収を実施した。

31～60

30 設備導入 熱利用設備
製造ラインで高温蒸気・低温蒸気を使用しており、高温蒸気のドレンを
利用してフラッシュ蒸気を発生させて、低温蒸気として再利用した。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
１，蛍光灯器具をLED照明に変更する。　　　　　　　　　　　２，人感セン
サー等を用いて、細目に照明を消す。

29-31 運用対策 推進体制の整備 ＩＳＯ１４００１の環境目標の設定

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 生産時間外に設備(照明・エアコン・生産設備　等)を停止させる。

29-31 運用対策 運転管理
フロン(R-22)の廃止に伴い、古いエアコンを撤去して新冷媒(R410A等)を
使用した高効率エアコンを導入した。

29-31 運用対策 保守及び点検
蒸気配管・ドレントラップの定期的点検により、蒸気の余熱ロスを防い
だ。

29 設備導入 電気使用設備 冷凍機(R22使用)を新規設備(R407C使用)に更新した。

29 設備導入 電気使用設備 井水用工場送水ポンプを新規設備に更新した。

29-30 設備導入 電気使用設備
コンプレッサーを新規設備に更新した。
H29年度　8台
H30年度　2台

日清紡テキスタイル株式会社　藤枝事業所 30 28 8,254 31 8,006 97.0% 6,177 74.8% ★ 97.0% 116.0% 29-31 運用対策 推進体制の整備
ISO14001活動において、CO2排出削減前年度比5%削減を目標にして継
続的に活動した。

0～30

29-31 運用対策 保守及び点検 ボイラの維持管理は継続的する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照度の適正化は、定期的な照度測定を実施する。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 事務用機器は、低電力モード設定にする。

30-31 設備導入 照明設備 照明器具のＬＥＤ器具に更新する。

株式会社ニッセー　下江留工場 30 28 35,049 31 34,700 99.0% 38,761 110.6% ★ 99.0% 91.9% 29-31 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の除去、フィルター
の目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分
の補修、照明器具及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、良好な状
態に維持すること。

31～60

30-31 設備導入 排熱回収設備
ボイラーブロー水（約80度）を再利用するために、第2工場～第5工場ボ
イラー設備に排ガス利用式中和装置を前年度下期に設置した。

29-31 設備導入 照明設備 第6工場の照明をLVD（無電極照明）に変更した。

株式会社ニッセー　第７工場 30 28 8,879 31 8,800 99.1% 8,711 98.1% ★ 99.1% 88.9% 29 設備導入 照明設備
平成29年度に包装工程を中心にナトリウムランプをLVD（無電極）照明
に変更した。

31～60

29-31 運用対策 保守及び点検

定期的に、ボイラーの水質管理、伝熱面等に付着したばいじん及びスケール等の除去、フィルター
の目づまりの除去、凝縮機及び熱交換器のスケールの除去、蒸気その他の熱媒体の漏えい部分
の補修、照明器具及び光源の清掃並びに光源の交換等、設備の保守及び点検を行い、良好な状
態に維持すること。

日東工業株式会社　菊川工場 30 28 8,469 31 8,600 101.5% 8,224 97.1% ★ 95.1% 75.9% 29 設備導入 照明設備
第二工場天井照明をセラミックメタルハライドランプから高天井用ＬＥＤ
へ126台更新

29 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

環境省主催のライトダウンキャンペーンに参加実施 61～80

29 設備導入 電気使用設備
設置27年が経過した750KVA.300KVAのトランスをスーパートップラン
ナーⅡモールドトランスへ更新

30 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

環境省主催のライトダウンキャンペーンに参加実施

29 設備導入 照明設備
第一工場天井照明をセラミックメタルハライドランプから高天井用LEDへ
42台更新

31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家庭を対象とし、行政・民間団体等が主
催する環境イベントへの参加を呼びかけ、参加
につなげること。

-

29-30 設備導入 電気使用設備
設置28年が経過したパート3QBを更新。500KVA，300KVAをアモルファ
スzeroMCへ更新。設置28年が経過した物流QBを更新。150KVA，
200KVAをｱﾓﾙﾌｧｽzeroMCヘ更新。

31 設備導入 照明設備 -

29 設備導入 電気使用設備
クーリングタワー冷却水ポンプをインバーター化し、適正流量での使用
を実施

29 運用対策 燃焼合理化 塗装脱臭炉の炉内温度を適正化し省エネを実施

日東富士製粉株式会社　静岡工場 30 28 5,658 31 5,658 100.0% 5,291 93.5% ★ 95.2% 98.6% 29 設備導入 電気使用設備 照明LED化により使用電力削減 29 地域や社員の家庭への普及啓発
地域や民間団体が主催する環境関連事業に協
力すること。

環境関連事業の行事に参加 29 0～30

29 設備導入 燃料の選択 - 29 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

資源の再利用等により廃棄物量削減

29 運用対策 エネルギーデータ管理 各場所毎の電気使用量を記録し、エネルギー消費動向を把握

29 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 不要動力の停止を実施

ニットク株式会社 30 28 14,294 31 14,151 99.0% 14,542 101.7% ★ 97.8% 97.7% 30-31 設備導入 照明設備 工場内照明を順次LEDランプへ交換実施 31～60

29 設備導入 熱利用設備 3号抄紙機ヤンキードライヤーを熱伝導効率の高いものへ交換

30 設備導入 電気使用設備 原紙加工課コンプレッサーを省エネタイプに更新

31 設備導入 電気使用設備 1号抄紙機ヤンキードライヤーを熱伝導効率の高いものへ交換
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ニッピコラーゲン工業株式会社　芝川工場 30 ★ 28 17,082 31 16,622 97.3% 17,434 102.1% 29 設備導入 照明設備 蛍光灯照明→LED照明に更新 0～30

29 設備導入 空気調和設備 冷凍設備(旧冷媒)→新冷媒に更新

30 設備導入 照明設備 蛍光灯照明→LED照明に更新

30 設備導入 空気調和設備 冷凍設備(旧冷媒)→新冷媒に更新

30 設備導入 燃焼設備 灯油ﾎﾞｲﾗｰ→ＬＮＧボイラーに更新

31 設備導入 照明設備 -

31 設備導入 空気調和設備 -

ニッピコラーゲン工業株式会社　富士宮工場 30 28 25,019 31 24,275 97.0% 22,405 89.6% ★ 118.4% 98.5% 29-31 設備導入 電気使用設備
汎用モーターおよびギアードモーターを購入する際には高効率のモー
ターを購入した。

0～30

29-31 設備導入 熱利用設備 -

29-31 運用対策 運転管理
生産状況や生産スピードに応じて乾燥温度やファンの回転数を無駄に
上げないようにしてエネルギーを効率良く使用する。

日本ハムファクトリー株式会社　静岡工場 30 28 9,285 31 9,425 101.5% 9,476 102.1% ★ 98.0% 103.3% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
中央監視活用により保守・点検時間を明確化し整備を確実に行った。現
場の主要加工機械に関しては、時間基準で備品交換等メンテナンスを
行っている。

29 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

分別基準は前年度見直し済。廃棄物削減はISO14001の活動にて対昨
4.7％減を目標に取組みを行った。

31 緑の募金 2018年度緑の募金への寄付（10,000円）を行った。 31～60

29-31 運用対策 運転管理
中央監視活用による運転状況の把握及び稼働台数の調整を行った。ボ
イラーに関しては日々効率にデーターをとり、バイパス閉止等新たな取
組みにも挑戦した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

フロンリークチェックを1回/月実施及び日々フロン量の点検実施する事
で異常の早期発見及び対応が出来た。
老朽化設備更新が計画通り実施出来た。

29-31 運用対策 保守及び点検
1回/月ボイラーのバーナーの清掃を実施出来た。空調フィルターの目
詰まりは日々の点検にてマノメーターの値を確認する事で監視出来てい
る。また夏季対策として、冷凍機凝縮器の熱交換部の清掃を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
低ＧＷＰの業務用冷凍空調機器を使用するこ
と。

自然冷媒・アンモニア冷媒の検討。

29-31 運用対策 燃焼合理化
2回/年のばい煙測定時の空気比データーを元に基準から逸脱している
機器は調整を行えた。

29 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

2015版への切替は2018年度実施済。ISO14001の活動にて対昨CO2排
出2.5％減を目標に活動している。

29-31 設備導入 照明設備
今期新規空調入替及び天井交換工事を行ったフロアーに関しては、そ
のタイミングでフロアー照明をLED化出来た。

29-30 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
空調などは夜間・休日の汚染負荷が少ない時間帯は中央監視にて周波
数変更を行った。2018年度は外気取入れ変更等により、空調機の更な
る周波数削減が出来た。

29-30 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
空調などは夜間・休日の汚染負荷が少ない時間帯は中央監視にて周波
数変更を行った。2018年度は外気取入れ変更等により、空調機の更な
る周波数削減が出来た。

29-30 設備導入 空気調和設備 事務棟空調にエコアイスを採用している。

日本アルコール産業株式会社
アルコール事業本部　磐田工場

30 28 9,366 31 9,085 97.0% 10,459 111.7% ★ 97.0% 121.4% 29-31 設備導入 照明設備 建屋の照明をLED照明にした。 0～30

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

29-31 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
放散熱低減のため、保温対策を実施した。
運転条件を見直すことで低エネルギーでの運転が実施できた。

日本エスエルシー株式会社　引佐支所 30 ★ 28 3,882 31 4 0.1% 3,868 99.6% 29-31 運用対策 推進体制の整備
省エネ推進のため、省エネルギ委員会を設置し定期的な報告と改善等
について会議を実施した。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

社内での省エネ活動は実施できたが、家庭で省エネに関して啓蒙活動
が出来なかった。

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
総合的、主要系統別に休日を除く毎日データを収集および記録して月
単位で集計した。朝礼時に従業員にも現状を報告するともに啓蒙活動を
行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

支障のない印刷物は裏紙を保管し再利用した。資源となる物は分別し
て廃棄した。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
主要設備については運転状況の記録と運転時間やエネルギー使用量
を記録および検討し、機器毎の運転方法を検討し実施した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
使用済封筒・裏紙の積極的な活用など、資源の
再活用により廃棄量の削減を図ること。

支障のない印刷物は裏紙を保管し再利用した。資源となる物は分別し
て廃棄した。

29-31 運用対策 運転管理
天気予報等から外気温度および湿度を考慮しながら 低限の機器を運
転するようにした。

29-31 運用対策 保守及び点検
主要機器は業者に定期的なメンテナンスを委託し、自社整備が可能な
機器については自社にて清掃等のメンテナンスを実施した。

29-31 運用対策 燃焼合理化 業者に委託した。

29-31 運用対策 燃焼合理化 業者に委託した。

日本クレア株式会社　富士生育場 30 ★ 28 2,993 31 2,903 97.0% 2,964 99.0% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
月単位のエネルギー使用量を過去の実績と比較したグラフを事務所に
掲示した。

0～30

29-31 設備導入 空気調和設備 機械室ポンプ類のインバーター制御を導入

日本クレア株式会社
富士宮技術サービスセンター

30 ★ 28 3,049 31 2,958 97.0% 2,691 88.3% 29-31 運用対策 推進体制の整備 - 31～60

29 設備導入 空気調和設備 ブレーカーに電磁波減衰プレートを設置

29-31 設備導入 照明設備 一部照明のＬＥＤ化を実施

日本ケイカル株式会社 30 28 12,289 31 12,531 102.0% 11,983 97.5% ★ 98.6% 93.1% 29 運用対策 運転管理
概ねの設備稼働調整は出来た。原料工程での調整が計画通り出来な
かった。

29 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

９月の会社全体朝礼にて省エネテーマにて講義し会社及び家庭内の省
エネとなる行動を呼びかけた。

31～60

29 設備導入 熱利用設備 温水槽３基の保温を更新した。

29-31 設備導入 電気使用設備 購入品は高効率のものとした。

30-31 設備導入 照明設備 2019年度実施予定

日本軽金属株式会社 蒲原製造所 30 28 34,434 31 33,411 97.0% 33,980 98.7% ★ 97.0% 97.9% 29-31 運用対策 推進体制の整備
環境マネジメントシステムを運用し、地球環境の保護などの社内教育を
実施した。

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

緑地の維持及び保全活動を実施した。 29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

ISO14001の規格改訂に際し適切な助言を行った 31～60

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 照明機器は適時に更新している。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
製造所周辺の清掃活動を実施した。１年に２回実施し、合計４９９名が
参加した。

29-31 設備導入 空気調和設備 エアコンなどは適時に更新している。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 自社廃油焼却炉が正常運転できるよう維持・管理している。

29-31 設備導入 燃焼設備
二酸化炭素排出量の小さい都市ガス炉のＦ-２７を建設した際、リジェネ
バーナーを導入した。

29-31 排出低減技術等の開発・普及
温室効果ガスの排出を低減する技術・製品の
普及を行うこと。

アルミの持つ環境性能を活かした製品開発、製造を行っている。

29-31 設備導入 電気使用設備 ポンプなどは適時に更新している。

29-31 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの 適な条件の検討をした。

29-31 設備導入 電気使用設備 コンプレッサーの 適な条件を把握するため、流量計を追加設置した。

29-31 設備導入 燃料の選択
二酸化炭素排出量の大きい重油炉のＦ-１７、Ｆ-２７（旧）を廃止し、二酸
化炭素排出量の小さい都市ガス炉のＦ-２７（新）を建設した。
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日本軽金属株式会社　清水工場 30 28 115,682 31 122,531 105.9% 114,268 98.8% ★ 93.8% 82.0% 29-31 運用対策 推進体制の整備 環境管理委員会にて行政や全社ﾚﾍﾞﾙの削減目標等を周知させた。 61～80

29-31 運用対策 運転管理
ｺｼﾞｪﾈ新設に伴い既存蒸気ﾎﾞｲﾗは2基（1基廃止）+ｺｼﾞｪﾈ廃熱ﾎﾞｲﾗ1基の3基体制に
なった。このため従来の既設ﾎﾞｲﾗ3基のうち燃料効率の高いﾎﾞｲﾗを運用することがで
きなくなったが、廃熱ﾎﾞｲﾗによる発生蒸気を100%利用する形で運用している。

29-31 運用対策 燃焼合理化 空気比（O2)管理を実施した。

29-31 運用対策 排熱の回収利用 各所の温排水の廃熱回収して再利用に努めた。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 不要機器の停止に努めた。

29-31 設備導入 熱利用設備 高温配管等の保温を実施した。

30-31 設備導入 コージェネレーション設備 H31.1（2019.1）よりｺｼﾞｪﾈ稼働開始。

29-31 設備導入 照明設備 LED化を実施した。

日本形染株式会社 30 28 3,706 31 3,595 97.0% 3,830 103.3% ★ 97.0% 94.2% 29-31 設備導入 電気使用設備
ダストル装置ファンのインバーター制御化
（60HZ→42HZ）

31～60

29-31 運用対策 排熱の回収利用
老朽化したドレン回収タンクを1台更新
ドレントラップ点検更新

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 -

29-31 設備導入 照明設備 蛍光灯、水銀灯の更新時はLED照明に切り替え

日本コヴィディエン株式会社　袋井工場 30 28 6,061 31 5,752 94.9% 5,696 94.0% ★ 96.3% 101.5% 29 設備導入 照明設備
工場内の照明機器のLED化
32W型･･･225台　40W型･･･746台　86W型･･･121台　110W型･･･475台
400W型･･･99台

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 会社全体での取り組み活動としての、富士山清掃活動への参加 0～30

29 設備導入 空気調和設備
事務所棟のｴｱｺﾝ更新
事務室･･･20馬力相当
厨房･･･10馬力相当

29 設備導入 電気使用設備
工場棟の電灯用変圧器の更新
1φ300kVA…1台

30 設備導入 空気調和設備
事務所棟のｴｱｺﾝ更新
男子女子更衣室･･･15馬力相当
会議/応接室･･･10馬力相当

30 設備導入 電気使用設備 -

31 設備導入 空気調和設備 -

30 運用対策 運転管理

週末の設備稼働の停止
・圧空設備
・空調設備
・冷凍機設備

日本食品化工株式会社　富士工場 30 28 167,531 31 158,663 94.7% 162,882 97.2% ★ 100.0% 101.7% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
省エネ推進委員会の開催、並びに毎月の定例会議でエネルギー消費
動向を確認した。

29-31 緑の募金 計画通り実施 31～60

29-31 運用対策 保守及び点検
ボイラ清掃、1回/年。
照明設備に置いてはLEDへの更新を進めた。

29-31 運用対策 燃焼合理化 空気比調整を実施すると共に毎月の値を確認。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯 冷暖房温度は、管理者を選任して管理を行った。

29-31 運用対策 熱の動力等変換合理化
ゴールデンウィーク等、エネルギー負荷が低い時に一部のエネルギー
供給設備を停止する操作を行った。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 昼休みの消灯、早帰りデー(週一回)を実施。

29-31 設備導入 電気使用設備 ポンプ、脱水機モータのインバータ化を実施。

29-31 設備導入 照明設備 LED照明への更新を継続実施。

日本製紙株式会社 富士工場鈴川 30 ★ 28 3,626 31 3,518 97.0% 2,959 81.6% 29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
・事務用機器は、不要時において適宜電源を切る
・低電力モードの設定を実施

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

29.6.9実施 31～60

日本製紙株式会社 富士工場富士 30 ★ 28 51,051 31 49,519 97.0% 57,952 113.5% 29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 H29年度実施完了 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

H30.4.29
従業員家族含め18名参加

29-31 森林認証制度
森林認証制度継続中。

0～30

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 H29年度実施完了 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

H30.6.13実施 29-31 静岡県リサイクル認定製品 再生古紙使用PPC用紙において静岡県リサイクル認定取得

29-31 運用対策 熱の動力等変換合理化 3号ﾊﾞｲｵﾏｽﾎﾞｲﾗ(3B) 適燃焼制御装置(ULTY)設置 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
①工場周辺道路の一斉清掃（H30.6.22　21名参加）
②田子の浦港の一斉清掃（H30.6.5　15名参加）
③沼川ふれあい川づくり整備作業(H30.5.27)

29-31 設備導入 照明設備 H29年度実施完了

日本製紙株式会社　富士工場吉永 30 ★ 28 311,855 31 302,499 97.0% 303,428 97.3% 29-31 運用対策 排熱の回収利用
①抄紙機ターボブロア排熱回収による蒸気削減
②脱湿器増設に伴うコンプレッサー吐出圧力の低減
③タービン温水用熱交換器増設による蒸気削減など

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

H30.4.29
従業員家族含め18名参加

29-31 静岡県リサイクル認定製品 継続してマッドキラー製造協力の実施 31～60

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
①抄紙機ブロータンクバイパスによる機器停止
②スクリュープレス改造による運転台数削減
③工程見直しによるパルプ分別機器停止など

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

H30.6.18実施
町内会長他20名参加

29-31 森林認証制度
FSC  H29.1.16～
PEFC H29.3.27～
認証制度継続中

29-31 設備導入 照明設備 ①照明更新による高効率化（プラント、倉庫、事務所）など 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 4月・6月・10月・1月に実施

日本製紙クレシア株式会社　興陽工場 30 ★ 28 50,692 31 49,171 97.0% 53,126 104.8% 29 運用対策 運転管理 レシーバータンク増設によるコンプレッサー電力量削減 29 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

グリーンカーテン設置 31～60

29 運用対策 運転管理
ＦＦクリーナー設備設置する事で高圧ファンシャワー停止による電力削
減

29 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

2018年4月29日　富士山麓ブナ林創造事業参加

29 運用対策 運転管理 バージンＤＤＲ→トップファイナーに変更運転による電力削減 30 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

グリーンカーテン設置

29 設備導入 熱利用設備 小型貫流ボイラエコノマイザー更新によるガス使用量削減(第二期） 30 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

2019年4月29日　富士山麓ブナ林創造事業参加

30 運用対策 運転管理 ４直化による蒸気使用量削減

30 運用対策 運転管理 粗選シリンダープレス搾水回収による蒸気削減

30 運用対策 運転管理 サクションボックス真空低減による電力削減

日本製紙パピリア株式会社　原田工場 30 28 55,673 31 54,000 97.0% 51,452 92.4% ★ 97.0% 100.4% 29 設備導入 電気使用設備
ｴｱｺﾝ更新（7台）
4M/Cｸﾗﾌﾘﾝ更新

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

4月29日に富士市ブナ林植林事業に参加 29-31 森林認証制度 2月6日森林認証継続審査受審 0～30

30 設備導入 電気使用設備 - 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

11月29日近隣住民対象に工場の環境ﾊﾟﾌｫｰﾏﾝｽの説明会を開催した。
11月26日近隣小学校３年生工場見学実施。

31 設備導入 燃料の選択 - 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
6月5日田子の浦一斉清掃に参加。
8月5日近隣町内河川清掃参加。

29 設備導入 照明設備 13件のLED化工事を行い、41kWの電力削減になった。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

平成30年度環境月間取組に参加、ライトダウンキャンペーンの実施、e
－ラーニング、エコフォト、清掃、場内タンク周辺点検などを行った。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
蒸気及び電力量を部署別に把握し、エネルギーの原単位の推移把握を
図った。

日本製紙パピリア株式会社　原田工場依田橋 30 28 4,726 31 4,584 97.0% 4,288 90.7% ★ 97.0% 92.9% 29 設備導入 電気使用設備 ｴｱｺﾝ更新（2件） 29-31 二酸化炭素の吸収源対策
山林での植林活動等を行い、吸収源対策を行う
こと。

富士市ブナ林植林事業に参加した(4/29） 29-31 森林認証制度 森林認証維持審査受審（2/21）継続 61～80

29 設備導入 照明設備 2件のLED化工事を行った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
事業所の見学会等を通じ、地域の環境意識向
上を図ること。

近隣住民に対して工場の環境パフォーマンスの説明会を開催（11/28）
小学３年生の工場見学（11/13）

29 設備導入 排熱回収設備 ﾎﾞｲﾗｰ給水ﾀﾝｸ保温を実施し、放熱削減による燃料削減を図った。 29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 地域清掃活動へ参加した

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
蒸気及び電力量を部署別に把握し、エネルギーの原単位の推移把握を
図った。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
社員の家族を対象とした環境に関するイベント
を開催すること。

平成２９年度環境月間取組に参加、ライトダウンキャンペーンの実施、e
－ラーニング、エコフォト、清掃、場内タンク周辺点検などを行った。
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日本たばこ産業株式会社　東海工場 30 ★ 28 12,951 31 16,300 125.9% 18,679 144.2% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
省エネグループ検討会、地球環境委員会を組織し、毎月のエネルギー
実績を分析・報告している。

29-31 二酸化炭素の吸収源対策
事業所周辺において植樹等緑化活動を行い、
環境保全を図ること。

磐田市環境保全推進協議会主催の植樹作業、間伐作業へ継続して参
画

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムの運用継続（2015年版への移行審査は昨年
度済）

31～60

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
エネルギー等（水、廃棄物含む）実績を毎月の目標と比較分析すること
で異常・劣化の早期発見に繋げる。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。
工場南側用水路の清掃、「ひろえば街が好きになる運動」を計画通り実
施

29-31 運用対策 運転管理
負荷変動に対応したインバータによる調整運転、冷凍機・空気圧縮機の
台数制御など、生産状況に応じた付帯設備の発停

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発
温暖化防止に関する社員教育の中で、社員の
家庭での省エネルギーとなる行動を呼びかけ、
行動につなげること。

クールビズ・ウォームビズの周知、生産状況に応じた空調運用、環境月
間を利用した啓蒙活動を実施

29-31 運用対策 保守及び点検
年間スケジュールにより計画的な保守手入れを実施している。それ以外
で発覚した場合は都度対応する。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
事務所・居室の空調機については、設定値の固定や変更制限をかけ
る。

29-31 運用対策 抵抗等電気損失防止 吸収式冷凍機を活用したピークカット

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器
OA機器の低電力モード設定、昼休憩時の事務所照明の自動消灯など
不要時における対策を実施

29 設備導入 電気使用設備 受変電設備の計画的な更新と、適正容量及び省エネ機器の選定

29 設備導入 照明設備 製造現場照明のLED化を順次推進

日本特殊塗料株式会社　静岡工場 30 28 3,229 31 3,130 96.9% 3,910 121.1% ★ 86.8% 105.1% 29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
デマンドコントロールで月・週・曜日・時間単位でのデータ取りし 大値
平均値を半期単位でグラフ化し、過去の実績と比較。

29-31 地域や社員の家庭への普及啓発 地域での清掃活動を実施すること。 昨年同様、清掃活動への参加なし。 0～30

29-31 運用対策 運転管理
昨年同様、自社で設備毎に掛かる電力量を測定した算出表を用いて
日々の使用量を把握した。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

外周端材を廃棄と再生の分別作業未実施

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
昨年同様に事務所内では徹底して実施。現場の休憩室では休憩時間
内での使用。急速に温度を上下させる為、設定温度を変えていた。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他
廃棄物としている外周端材のリサイクル化を8月から11月の4ヶ月間実
施。

29-31 設備導入 電気使用設備 庫内照明は昼夜消灯を実施。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

7.5Kw以上50Kw未満の冷凍冷蔵機器については昨年業者が点検済
み。業務用冷凍空調機器については３ヶ月毎に簡易点検実施済み。

29-31 設備導入 照明設備
水銀灯及び蛍光灯をLEDに変更（28基）。新設した倉庫にLEDを12基設
置。

日本プラスト株式会社　富士工場1地区 30 ★ 28 2,933 31 2,730 93.1% 2,730 93.1% 29 設備導入 空気調和設備
事務所及び作業エリアにおいて、空調機の更新を計画。また、空調機選
定において、高効率機器の選定を実施。

31～60

29 設備導入 照明設備 工場内作業エリアにおいて、蛍光ランプからＬＥＤ照明に変更を計画。

日本プラスト株式会社　富士工場２地区 30 ★ 28 1,000 31 781 78.1% 781 78.1% 29 設備導入 空気調和設備 - 31～60

29 設備導入 照明設備 -

日本ペットフード株式会社　静岡工場 30 28 4,472 31 4,922 110.1% 4,762 106.5% ★ 100.4% 96.9% 29-31 運用対策 推進体制の整備
省エネ委員会にて管理標準の整備、省エネ対策の計画と実施状況の報
告の体制整備を行った。

29-31 エネルギー起源以外の削減取組
必要資源の調整・ペーパーレス化等により、廃
棄量の削減を図ること。

パソコンで作成した書類を書面化せずデーターによる送信若しくはメー
ル添付にてペーパーレス化をした。

31～60

29-31 運用対策 燃焼合理化 業者による空気比の調整を行った。 29-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他 工程内発生原料廃棄物を肥料用として引き渡しをした。

29-31 設備導入 電気使用設備 更新時に高効率モーターを選定した。

29-31 設備導入 照明設備 道路灯（外灯）６台をＬＥＤに変更した。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
年・月・日単位でエネルギー使用量管理を実施し、年・月でグラフにして
エネルギーの消費動向が把握できるようにした。

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等
コンプレッサーの台数制御及び管理圧力を0.5Ｍｐｓしてコンプレッサーの
負荷軽減をした。

29-31 運用対策 変換合理化_イ照明・事務機器 稼働終了及び工場操業終了時に照明の消灯を実施した。

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理 製造に関わる大型の機器については出来ている。

日本マイクロバイオファーマ株式会社　磐田工場 30 28 4,894 31 4,187 85.6% 5,707 116.6% ★ 97.0% 105.1% 29-31 設備導入 空気調和設備 空気調和設42機更新 0～30

29-31 設備導入 照明設備 Hｆ蛍光灯、外灯の一部にLED照明の設備を採用した。

30 設備導入 熱利用設備 冷凍機更新

29-31 運用対策 運転管理 稼働台数の調整

29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 一部照明設備、空調設備の減灯、低減を行った。

日本モレックス合同会社　静岡工場 30 28 10,167 31 10,460 102.9% 12,770 125.6% ★ 97.0% 72.0% 29-30 設備導入 熱利用設備 プレス配管の断熱化を一部設備において実施（プレス機：9/46台） 31～60

29-30 設備導入 電気使用設備
平成30年度においてポンプのインバーター化の効果検証をすることが
出来なかった。

29-30 設備導入 照明設備
非常照明324本についてLED照明に交換を実施、(前年度プレス及び
O/Mの722本実施済み）計画予定設備全て完了

29-31 設備導入 電気使用設備 平成29年度は断熱効果について費用対効果を試作検証。

29-31 運用対策 伝熱合理化_イ空調・給湯
エアコン室外機の熱交換フィンの高圧洗浄を実施（101台中21台実施：
前年度80台実施済み）、計画予定設備を全て完了

30-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設置工事に係る工事仕様検討及び見積取得（費用対効果検証）

30-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 設置工事に係る工事仕様検討及び見積取得（費用対効果検証）

日本理化製紙株式会社　本社・草薙工場 30 28 2,503 31 2,428 97.0% 2,733 109.2% ★ 97.0% 97.6% 29 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
休日の空調に使用するボイラーを高圧，低圧の２台運転から低圧の１
台運転に変更(配管改修)し、ガス使用量を削減。

29 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄又は燃料とするもの、資源として再生するもの及び色分け等細かく
分類し、資源の再利用化を継続する。

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

更新審査実施し、適合の判定。 31～60

29-31 設備導入 電気使用設備
エアコン更新２台，新規設置１台(何れも省エネタイプの 新機種に変
更)

30-31 エネルギー起源以外の削減取組 その他
・薬品ﾀﾝｸ(M-2)については、断熱材の劣化が酷かった為、今年度は断
熱材の更新を実施した。　　・空調室外機は7,8M/C設備の建屋内空調
機に水噴霧装置を設置した。

29 設備導入 電気使用設備 第一受電設備(高圧)を更新し、キュービクル化。

29 設備導入 排熱回収設備
ボイラー用給水タンク(戻りドレン)を更新。保温性，配管経路の短縮等に
より給水温度をアップ。

29 設備導入 照明設備 5M/C塗工室全体の蛍光灯を全て(約７０灯)ＬＥＤ蛍光灯に変更。

29 設備導入 電気使用設備 8M/C空調に給気制御用インバータを設置する。

30 設備導入 電気使用設備
5M/Cﾄﾞﾗｲﾔｰ送風ﾌｧﾝﾓｰﾀｰ及びｲﾝﾊﾞｰﾀの更新。特にﾌｧﾝﾓｰﾀｰは、
60KHZ×5台を55KHZ×3台+45KHZ×2台に変更する。

30 運用対策 伝熱合理化_ア加熱設備等
5M/Cﾄﾞﾗｲﾔｰの上部断熱化は実施していたが、側面(OS側)は出入口も
あり実施していない為、断熱化し熱の放出を防止する。

沼津市立病院 30 ★ 28 5,672 31 5,592 98.6% 5,477 96.6% 29-31 設備導入 照明設備
１階の厨房、2階の検査エリア、病棟のナースステーション、立体駐車場
において、ＬＥＤ照明へ改修

0～30

沼津熔銅株式会社 30 28 11,122 31 11,000 98.9% 12,691 114.1% ★ 98.7% 99.1% 29 設備導入 電気使用設備 受電用変圧器の更新 0～30

29 設備導入 電気使用設備
荒引銅線製造設備の潤滑・冷却液濾過装置吸引ブロワをインバータ制
御化
（30年度追加実施）

29-30 設備導入 照明設備
工場屋内外水銀灯
天井クレーン照明
LED化

29-31 運用対策 エネルギーデータ管理
省エネ会議議題　「非稼働時工業用水の無駄な送水停止」によるポンプ
動力削減
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ネオファーマジャパン株式会社 　袋井工場 30 ★ 28 9,407 31 9,125 97.0% 9,312 99.0% 29-30 設備導入 照明設備 照明器具をLEDに交換した。 29-30 エネルギー起源以外の削減取組
業務工程での工夫により、廃棄物の適切な分類
を図ること。

廃棄物発生の削減に努め、汚泥は全量の肥料化を目指した。 0～30

31 設備導入 燃焼設備 ボイラー更新を計画した。 29-30 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

倉庫の空調設備を更新し、従来品と比べ省エネ機器を導入した。

29-30 運用対策 運転管理
負荷の状態に応じて稼動の調整を試みている。省エネ診断を受診し、コ
スト面も考慮しながら、効率化を検討している。

ネスレ日本株式会社　島田工場 30 28 38,080 31 36,950 97.0% 32,491 85.3% ★ 97.0% 80.4% 29 設備導入 熱利用設備 製造設備の熱利用設備を更新実施 29 エネルギー起源以外の削減取組 その他
ボイラー清缶剤の受入れタンク設備を新規設置して、薬品荷姿変更によ
る産廃量を削減の結果、サーマルリサイクル量を削減した

29-31
環境マネジメントシステム（エコアクション21、
ISO14001等）の普及啓発

環境マネジメントシステムの運用実施 81～100

29 運用対策 熱の動力等変換合理化 製造設備の稼動状況に合わせて、コージェネレーションの運用を 適化 29-31 エネルギー起源以外の削減取組
業務用冷凍空調機器の定期的な点検等、適切
に冷媒漏えい防止措置を図ること。

3回/年の点検と修理を実施

29-31 運用対策 排熱の回収利用
スチームトラップの管理を、専門業者による診断と不具合箇所全ての交
換修理の実施と継続

29-31 排出低減技術等の開発・普及
省エネルギ－に繋がる環境マネジメントシステ
ム等を普及すること。

全部署で省エネルギー対策に取組み実施

29 運用対策 排熱の回収利用
廃熱ボイラーの連続ブロー熱回収の実施
ボイラー室スチームコンデンセートタンクのっフラッシュ蒸気の回収実施

29 設備導入 電気使用設備 エアーコンプレッサーの更新実施

29 運用対策 燃焼合理化
脱水コーヒー粕の水分管理による、サーマルリサイクルボイラーの効率
向上実施

29 運用対策 燃焼合理化 環境推進委員会による省エネパトロールと修理実施

29-31 運用対策 保守及び点検
水処理メーカーによる、ボイラー水管理の実施とボイラー性能検査時の
効果の確認の実施と継続

株式会社ノダ　清水事業所 30 28 28,778 31 28,778 100.0% 26,982 93.8% ★ 97.0% 99.6% 29-31 設備導入 照明設備 水銀灯ランプ器具　　　蛍光灯器具を順次　　　ＬＥＤ照明に入替実施 31～60

29-31 設備導入 電気使用設備 設備導入時の負荷に応じた速度調整するよう設計した。

29-31 運用対策 運転管理
コンプレッサーの台数制御にインバータのコンプレッサーを導入し更なる
向上を図った。

29-31 運用対策 保守及び点検
点検日に汚れの多い蛍光灯器具の清掃実施
工場稼働率の向上の為　月例点検の計画的実施を行った。

株式会社ノダ　富士川事業所 30 28 9,904 31 10,000 101.0% 10,393 104.9% ★ 94.8% 101.4% 29-31 運用対策 変換合理化_ア電動力応用・電気加熱等 毎月朝礼で、各設備の空転防止の呼び掛けを行った。 29 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

㈱ノダ所有の富士宮市朝霧高原の森に、11月に社員とその家族50人で
植樹活動(1000本)を行った。

0～30

29-31 設備導入 照明設備
80ＷLED照明8台導入（400Ｗ水銀灯取替）、
36ＷLED照明8台導入（80Ｗ蛍光灯取替）

29 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

㈱ノダ所有の掛川市黒俣山の森に、2月に植樹活動(2200本)を行った。

29-30 設備導入 電気使用設備
集塵ファンの風量調整をダンパー方式から、インバーター方式に変更
し、ファンモーター回転数を8％下げた。

30 二酸化炭素の吸収源対策
吸収源対策を目的とし、事業者が自ら森林を保
有・管理すること。

㈱ノダ所有の富士宮市朝霧高原の森において、5月に社員が植林活動
（70本）を行う。

30-31 設備導入 熱利用設備 木質バイオマスボイラーの更新
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